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地 球 環 境 と の 共 存地 球 環 境 と の 共 存

ユ ビ キ タ ス ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 の 実 現ユ ビ キ タ ス ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 の 実 現

デジタル
ネットワークサービス・

ソリューション

アプライアンス
環境システム

デバイス
生産システム

人々の豊かなくらし・人生に貢献人々の豊かなくらし・人生に貢献

パナソニックの事業ビジョン

ブランドスローガン “ｉｄｅａｓ for ｌｉｆｅ”



4C  2009 Panasonic Corporation, All Rights Reserved.

パナソニックの事業領域
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部品から家庭用電子機器、電化製品、FA機器、
情報通信機器、住宅関連機器までの生産・販売・サービスを行う

部品から家庭用電子機器、電化製品、FA機器、
情報通信機器、住宅関連機器までの生産・販売・サービスを行う
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分野別売上げ構成比分野別売上げ構成比 国内・海外 販売構成比国内・海外 販売構成比

海 外海 外
50% 50% 

国 内国 内
50% 50% 

ＡＶＣＡＶＣ
ﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸ

４４４４% % 
デバイスデバイス
１３１３%%

電工Ｇ電工Ｇ １１９９% % 

ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
１１４４%%

その他その他
１０１０% % 

概要

・創業 ： 1918(大正7)年3月
・売上高 ： 9兆0,689億円(2008年3月期) 
・営業利益 ： 5,195億円(2008年3月期)
・従業員数 ： 30万5,828名 (2008年3月期) 

・創業 ： 1918(大正7)年3月
・売上高 ： 9兆0,689億円(2008年3月期) 
・営業利益 ： 5,195億円(2008年3月期)
・従業員数 ： 30万5,828名 (2008年3月期) 
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急成長するデジタル家電市場
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“IDC報告” “Gartner報告”.
より算定
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DTV・DVD/BD・DSCは急成長を継続

DTVDTV

DSCDSC

DVD/BDDVD/BD
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デジタル家電業界の市場環境

デジタル家電業界
顧客からの脅威開発・供給の脅威

・ソフトウエアの
開発規模が爆発

・ソフトウエアが支える
機能の増加
（ＵＩ、ネットワーク..）

・知財コストが激増

新興国企業の脅威

代替品の脅威

・コモディティ化の進展
・参入多数の過当競争

・強力な量販店の販売
・インターネットで

つながる消費者
⇒流通が価格と

消費者を支配
・求められる
高い信頼性／安全性

安価な労働力で価格を破壊する中国メーカ
モジュール等水平分業から参入する台湾メーカ

・ＰＣの家電化など
IT機器と家電の融合加速が顕著

⇒家電と同質のサービスをコンテンツ含め提供

消耗戦

・商品ライフサイクルの短命化
・多機種展開による市場確保
・急激な価格低下

家電のデジタル化がもたらした激しい生存競争環境
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・デジタル家電におけるソフトウエア開発の規模が急増
・インターネット対応に連動して、ソフト規模が爆発的に拡大

デジタルTV  DVDレコーダ携帯電話

BSデジタル

ソ
フ
ト
開
発
規
模

動 画

インターネット
アクセス以降

爆発的に増加

インターネット
アクセス以降

爆発的に増加

’05 ’00 ’01 ’02 ’03 ’04 

HDD 

地上
デジタル

BB-TV 

ホーム
サーバ

DTV／BD

インターネット
アクセス

カメラ

ネット対応

ネット対応以降
爆発的に増加
ネット対応以降
爆発的に増加

’05 ’00 ’01 ’02 ’03 ’04 ’05 ’00 ’01 ’02 ’03 ’04 

DTV/ネット
対応以降

爆発的に増加

DTV/ネット
対応以降

爆発的に増加

ソフトウエア開発規模が 数百万ステップ、数千人・月に急増

ソフトウェア開発の爆発
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グローバルな競争激化から、大幅な価格下落に直面

[%]

家電機器の価格推移
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急速な価格下落
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９０年代に起こった変化

デジタルネットワーク大変革

アナログ ⇒ デジタル商品の変革

標準化： 参入障壁低下

経営のＩＴ革新

３大競争

開発の爆発
短命化
価格急落

特にこの10年間で

デジタル家電の組込みソフトを

取り巻く環境は激変してきた
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ソフトウェア開発の重要性

⇒⇒ ますますソフトウェア開発の重要性が増大するますますソフトウェア開発の重要性が増大する

爆発する開発量を乗り切るには

開発プロセス改革、開発手法の革新、スキル向上が必要

ソフトウェア開発が納期を決めている

ソフトウェアはハード・メカ・サービスをつなぐ

次々に創出される新サービスや新ビジネスモデルが製品の

価格低下を加速

インターネット上の新ビジネスモデルはソフトが実現
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プロセス
改善

開発手法

ソフトウェア開発力の強化にむけて

エンジニアリング技術（プロセス、開発手法、教育）の

徹底利用と定着により、ソフトウェア開発力を強化

しくみ構築 ビジネス別プロセス

CMM活動 定量的改善 CMMI ISO15504

設計・開発 良い設計・資産活用

C言語・OS導入 プラットフォーム MDD（モデル駆動開発）

スキル
個別技術 全体をみる能力

コーディング能力 アーキテクチャ システム全体の戦略
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■ まず基礎体力！ 全てのソフト施策の前提条件

基礎体力がなければ全ての戦術・施策は机上の空論基礎体力がなければ全ての戦術・施策は机上の空論

「再利用」
するためには

「外部発注効率化」
するためには

「中国活用」
するためには

仕様、役割、プロセス
が明確でなければ
できない

仕様が明確でなければ
できない ドキュメントが
整備されていなくては
ならない

仕様、役割、プロセス
が明確でなければ
できない

しっかりとした開発プロセスの定着がソフト施策の基本

③②①

ソフトウェア開発プロセスの重要性
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プロセス
区分

成熟度
レベル

最適化

（レベル５）

管理された

（レベル４）

定義された

（レベル３）

反復可能

（レベル２）

初期（レベル１）

管理 組織 エンジニアリング

ソフトウェアプロジェクト
計画，管理など

複数のプロジェクトに
わたるプロセス，研修，イ
ンフラストラクチャなど

要求分析，設計，
コーディング，テストなど

プロセス変更管理

技術変更管理

欠陥予防

ソフトウェア品質管理定量的プロセス管理

ソフトウェアプロダクト
エンジニアリング

ピアレビュー

組織プロセス重視
組織プロセス定義
トレーニングプログラム

ソフトウェア統合管理

グループ間調整

要件管理
ソフトウェアプロジェクト計画
ソフトウェア進捗管理
ソフトウェア外注管理
ソフトウェア品質保証
ソフトウェア構成管理

場当たり的なプロセス

CMM の18個のキープロセスエリア

ＫＰＡ（ｷｰﾌﾟﾛｾｽｴﾘｱ）・・・重点的に取り組むべきプロセスの分野
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CMMIでの組織成熟度定義

初期
（レベル１）

管理された
（レベル２）

定義された
（レベル３）

定量的に
管理された
（レベル４）

最適化
（レベル５）

統制された
プロセス

標準的で一貫した
プロセス

定量的に
予測可能とする
プロセス

継続的に改善する
プロセス

開発プロセスが
場当たり的で，
一貫性なし

計画・コスト等
の経験則が
出来ている

経験を組織として
共有し，公式の
ﾌﾟﾛｾｽを定義している

計測基準が決められ，
組織的な分析が
進められる

危機を予測し，
常に最適化が
図られる

毎年、組織は、ターゲットを設定して、

成熟度を評価する

毎年、組織は、ターゲットを設定して、

成熟度を評価する

CMMIより

®CMMI, CMM and Capability Maturity Model are registered in the U.S.Patent and Trademark Office 

•プロセス成熟度を上げることにより、組織のソフトウェア開発力の基盤をつくる•プロセス成熟度を上げることにより、組織のソフトウェア開発力の基盤をつくる
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３層からなるプロセス改善推進体制

システムシステムｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

ドメインＳＰＩ推進担当者ドメインＳＰＩ推進担当者

施策実施

改善支援

ソフトウェア開発力強化委員（各ドメイン）

ﾄﾞﾒｲﾝ活動
状況報告

施策発信
全社状況報告

開発現場

内部アセス
ドメインセルフアセス PASSPORTモデル

アセスメント

支援

支援

維持・管理

アセスメントを通じたアセスメントを通じた
ＳＰＩスキル強化ＳＰＩスキル強化
ベストプラクティス共有ベストプラクティス共有

現場ＳＰＩ推進担当者現場ＳＰＩ推進担当者

コーポレート

ＳＰＩ委員会
ＳＱＡ委員会

ドメイン

ＳＰＩコミティ
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2002 2004 2006 2007 2008
定量化レベル

強化

エンジニアリング

領域強化

PASSPORT 
V1.0

MEIモデル
V4.0

MEIモデル
V1.0

MEIモデル
V2.0

ＰＭＭ ＳＷ－ＣＭＭ
Measurement 

& Analysis ＣＭＭＩ

ISO12207

Automotive
SPICE

ISO15504

SPEAK-IPA

MEIモデル
V4.5

参照

“PASSPORT” ： “PAnasonic Sysytem & Software PrOcess impRovemenT”

◇標準規格を包含し、Panasonicの強みを活かした組込み改善モデルへ
◇CMMIの弱いエンジニアリング領域は、ISO15504等から補強

Panasonicの強みを活かした組込み向け改善モデル
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PASSPORTでのプロセス改善イメージ

L2 L3

定
量
化
レ
ベ
ル

測定に基づいた測定に基づいた
定量的なプロセス改善定量的なプロセス改善

改善活動の実施改善活動の実施
（（PASSPORTPASSPORTモデルモデル))

事業目標に応じた事業目標に応じた
定量的定量的なプロセスなプロセス改善改善

L1

場当たり的場当たり的
しくみしくみを重視したを重視した

プロセス改善プロセス改善

転換

改善活動改善活動
有効性の評価有効性の評価
（（組織成熟度組織成熟度 ＋＋

定量化レベル）定量化レベル）

組織成熟度

QL1

QL２

QL３
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視点

設計設計

手法手法

言語

表記
法

ソフトの
役割

個別開発から再利用・プラットフォーム型開発へ

開発手法の変遷

構造化設計

アセンブラ C++

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向設計

フローチャート

PAD

HCP

状態遷移図

状態遷移表

データフロー
アーキテクチャ記述言語

～～19601960 19701970 19801980 19901990 20002000 2010 2010 ～～

C

機器制御 信号処理 UI ネットワーク 機器/サービス連携

プログラミング 設計

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ指向設計

モデル駆動開発
プロダクト

ライン

UML1.0

UML2.1

Java

PFアーキテクチャ設計
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プラットフォーム型開発でソフト開発の爆発を抑制

搭載されるソフトウェア規模の爆発

→ ソフト部品の再利用による開発量の削減

多機種展開によるソフト開発量の爆発

→ 共通ソフト資産の活用による群開発の全体最適化

商品分野を超えた機能の増加

→ 商品分野を超えたソフト資産の流通による新機能の横展開

プラットフォーム型開発プラットフォーム型開発
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商品分野間の技術の壁を打破する全体最適プラットフォーム
商品群横断の資産・価値共有により、開発効率と設計品質を向上

⇒ 技術（横）のバリューチェーンで顧客価値創造を強化

Universal Platform for High-quality Image Enhancing Revolution 

携帯電話 ﾊﾟｰｿﾅﾙAV 

統合統合プラットフォームプラットフォーム

携帯電話 ﾊﾟｰｿﾅﾙAV カーAV ホームAV ﾎｰﾑｾｰﾌﾃｨ

技術・資産の共有 単品から連携による新規価値創造

カーAV ホームAV ﾎｰﾑｾｰﾌﾃｨ

個別PF 個別PF 個別PF 個別PF 

UniPhierUniPhier®®

カメラ、SD
1セグDTV  

SD DVD、DTV 通信・
ﾈｯﾄﾜｰｸ

個別PF 

事例：パナソニックのデジタル家電プラットフォーム戦略事例：パナソニックのデジタル家電プラットフォーム戦略
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UniPhier®プラットフォーム

低消費電力
（省エネ）

セキュア
(安心・安全)

高品位AV・NW 
（きれい・感動）

簡単操作
（さくさくUI）

システム技術システム技術//コア技術をプラットフォームに集約コア技術をプラットフォームに集約

CPUCPUCPU

デバイスドライバ

メディアライブラリ
（マイクロコード）

メモリ制御メモリ制御ストリームI/O，セキュアストリームI/O，セキュア AV I/OAV I/O

最適システムLSI化して展開
携帯電話 パーソナルAV カーAV ホームAV 

新メディアプロセッサ新メディアプロセッサ新メディアプロセッサ

ソフトＰＦ
OS  

ミドルウェア

ハードＰＦ

「きれい」「省電力」、「安心・安全」、「簡単」を維持できる
ように、システムLSIをソフトウェアの視点で設計。分野を越えた

再利用性も向上。



27C  2009 Panasonic Corporation, All Rights Reserved.

組込みソフトウェアの構造の変遷組込みソフトウェアの構造の変遷

1

10

100

1000

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
規
模
（
相
対
値
）

年代

個別最適型

プラットフォーム型

ハイブリッド型

自社PF

自社PF

自社開発
差別化部分

機器制御 デジタル
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開かれたネットワークサービスを活用するために、
自社の差別化技術と社外オープン技術を融合したハイブリッド型へ

開かれたネットワークサービスを活用するために、
自社の差別化技術と社外オープン技術を融合したハイブリッド型へ

マイコン OS マルチタスク WEB2.0
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オープンソースの活用

Linux（共通プラットフォーム）

社内
再利用
ソフト

3rd

パーティ
ソフト

オープン
ソース
ソフト

3rdパーティ

開
発
ツ
ー
ル

個別
開発
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オープンソースコミュニティ

• Linux／オープンソースの利用による、再利用促進・開発効率化

• 業界団体とのアライアンス・コミュニティへの貢献による、機能拡張

• OSSボランティアの育成と正当な評価による、対内外の技術の融合

CE Linux ForumCE Linux Forum

LiMoLiMo FoundationFoundation

業界団体業界団体

Linux
コミュニティ

各商品のソフトウェア 活用

貢献

活用

貢献
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パナソニックについて

デジタル家電の状況

プロセス改革の取組み

開発手法の取組み
プラットフォーム型開発

モデル駆動型開発

スキル向上の取組み

最後に

本日の内容
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【あるべきソフト構造】【現状のソフトウェア】

動作記述
（状態遷移図）

構造記述
（UMLコンポジット構造図）

【モデル記述】

自動 コード生成
（MDD手法）

自動 コード生成
（MDD手法）

構造転換
（リファクタリング）

構造転換
（リファクタリング）

既存ソフトウェアの再利用

既存のソフトウェア資産を再利用可能な構造へ改革

・既存ソフトウェア資産のリファクタリング

・モデル駆動開発による部品組み合わせ自動コード生成

・製品横断の共通ソフト部品データベース
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MDDの適用部分

・UI, 状態遷移 （全体構造、可読性） … モデル駆動 (UML等記述) RoseTD, Rhapsody

・信号、制御処理 (リアルタイム・性能保証) …ネイティブコード、C/C++

・・・state processing

processing

processing 

sync wait

sequential processsequential process

transition

receive message状態遷移処理状態遷移処理

モデル記述
using MDD tools

モデル記述
using MDD tools

UML
State diagram 自動コード

生成

functional software modulesfunctional software modules

処理記述
using C/C++
処理記述

using C/C++

Target Software

逐次処理
(signal / control)

逐次処理
(signal / control)

アーキテクチャ

処理ルーチン

状態遷移
UML

composite  structure 
diagram
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MDDの効果

１．コード中心ではなく、設計中心の開発スタイルにおのずとなる
⇒トップダウン設計が強制される＝「いきなりコーディング」が出来ない

２．ソフトウェア構成の整理が、おのずと実施される

３．開発者間での設計レビューが容易になる

４．ツール上でモデルベースのデバッグが可能（実機レス）

効率化だけでなく、品質向上も大いに期待できる効率化だけでなく、品質向上も大いに期待できる
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パナソニックについて

デジタル家電の状況

プロセス改革の取組み

開発手法の取組み
プラットフォーム型開発

モデル駆動型開発

スキル向上の取組み

最後に

本日の内容
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社内の技術研修の概要

ＷＢＴ，ＣＤ－ＲＯＭ

新 入 社 員 基 礎 研 修

経営後継者育成 現場力強化

グローバル化

・Ｐａｎａｓｏｎｉｃ－ＭＯＴ

・設計現地化支援
（中国・東南アジア）

・ハードウェア技術
（商品技術・部品・品質・など）

・ソフトウェア技術
（言語・開発技法・管理技法など）

・技術マネジメント
（ＭＯＴ・ＰＭなど）

・知的財産
（発明・権利化・活用）

・ＩＴリテラシー
（データマイニングなど）

社
内
公
開
コ
ー
ス

特
別

コ
ー
ス

・事業場カスタマイズ研修

約350ｺｰｽ
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新入社員ソフトウェア技術教育

■ 新人ソフトウェア技術者の早期戦力化を目指して基礎から開発演習まで実施
■ 高品質・高生産性ソフトウェア開発プロセスを理解し、実践する

総合演習（グループでの開発演習） １０日総合演習（グループでの開発演習） １０日８８

Ｃ言語プログラミング基礎 ５日Ｃ言語プログラミング基礎 ５日１１

アセンブラ・Ｃ実践・組込みＣ １１日アセンブラ・Ｃ実践・組込みＣ １１日２２

開発設計・テスト技法 ２日開発設計・テスト技法 ２日６６

ソフトウェア開発プロセス基礎 ２日ソフトウェア開発プロセス基礎 ２日７７

応用演習（再利用による開発演習） １０日応用演習（再利用による開発演習） １０日９９

主な講座（事業内容に合わせて構成）

組込みシステム

開発演習用教材

リアルタイムＯＳ基礎 ４日リアルタイムＯＳ基礎 ４日３３

ＵＭＬと方法論 ２日ＵＭＬと方法論 ２日４４

組込みオブジェクト指向設計 ６日組込みオブジェクト指向設計 ６日５５

○○

○○

○○

--

○○

--

--

○○

基礎 RTOS OOP

RTOS ： Real-Time Operating System
OOP ： Object-Oriented Programming

--

○○

○○

○○

○○

--

--

○○

○○

--

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○
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プロセス改善関連教育

本社メンバによる、 SPI/SQAのスキル向上のための教育開発と実践

なお、開発手法・アーキテクチャ教育も別コースで実施中

教育訓練計画
・プロセス改善基礎
・ソフトウェア品質管理
・プロセス改善手法
・アセスメント基礎
・PSP（Personal Software Process）
・ピアレビュー

…など （Globalで実施）
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ドメイン・ソフト会社・海外のソフトウェア開発現場

入り交じりで、ソフトウェア開発力強化事例を横展開する場
現場からの継続開催の要望強く、過去７回開催

開発プロセス改善
事例

設計手法革新
ツール活用

事例

人材育成
リソース活用

事例

ポスター展示 事例発表

・・・

技術者相互交流

事例交流の取組み： 社内ソフトウェアフォーラム
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社外との連携： 「組込み適塾」への参画

＜カリキュラム例＞

関西の産官学連携プロジェクト 「組込みソフト産業推進会議」 において

組込みソフト開発のプロジェクトで技術リーダーとして活躍できるシステムアーキテクトの育成

を目指す取組み。 カリキュラム策定や講師として参画

・状態遷移、UMLなどの具体的なソフトウェア設計手法

・時間駆動、並列処理などの組込みソフトウェア特有の設計手法

・信頼性、保守性の高い実装技術

・組込みソフトに関する豊富な技術知識をキャッチアップする能力

http://www.kansai-kumikomi.net/ptraining/kumikomi.html
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パナソニックについて

デジタル家電の状況

プロセス改革の取組み

開発手法の取組み
プラットフォーム型開発

モデル駆動型開発

スキル向上の取組み

最後に

本日の内容
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これからの組込み技術者に求められる４つの視点

利益・コスト
価値を生む部分へ集中できるソフト開発投資

時間

激化する短期競争を勝ち抜く高効率ソフト開発

品質
安心、安全、高品質、高セキュリティの確立

環境

省エネルギー性能の必達
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これからのソフトウェア技術リーダーの姿

４つの視点で、技術と経営をつなぐ
– 技術に責任を持つと同時に、経営者に適切な設計戦略を提案

商品戦略

コストコスト
利益利益

時間時間 品質品質 環境環境

プラットフォーム

ハード ソフト メカ デザイン

戦略型
システムアーキテクト

技術

経営
事
業
毎
の
方
法
論

・
要
求
工
学

・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
工
学

・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

・
品
質
工
学

な
ど

事業戦略事業戦略

要求

理解 構築

提案
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ご清聴ありがとうございました。
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